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任務の解決をどの道に求め……

……人民の主権は、農民には、ブルジョアジーに恐ろしいように恐ろしいものではなく、

むしろ有利だからである。農民が素朴な君主主義から解放されはじめるやいなや、民主的

共和制が彼らの理想となるであろう。なぜなら、ブローカー商売をやるブルジョアジーの

意識的君主制（上院その他を伴う）は、農民にとっては、ヨーロッパふうの憲法ですこし

ばかり上塗りをしただけの、以前のままの無権利状態、以前のままの畏縮と無知を意味す

るからである。

それだからこそ、ブルジョアジーは、階級としては、当然に、不可避的に、自由主義的

君主主義政党の翼のもとにはいろうとつとめ、農民は、大衆としては、革命的・共和主義

的政党の指導下にはいろうとするのである。だからこそ、ブルジョアジーは民主主義革命

を最後まで遂行することができないが、農民は革命を最後まで遂行できるのであって、わ

れわれはこの点で、全力をあげて農民を援助しなければならないのである。

そんなことを証明するにはおよばない、そんなことはイロハだ、そんなことは社会民主

主義者ならだれでもよくわかっている、と言って反論するものがあるかもしれない。そう

ではない。ブルジョアジーが革命から脱落すると革命の「展開力がよわまる」などと言う

人間は、それがわかっていないのだ。こういう人々は、われわれの農業綱領から暗記した

文句をくりかえしてはいても、その意義がわかっていないのである。というのは、もしわ

かっていれば、彼らは、マルクス主義的世界観全体とわれわれの綱領とから不可避的に生

まれてくる、プロレタリアートと農民の革命的民主主義的独裁の概念をおそれないであろ

うし、またロシア大革命の展開力をブルジョアジーの展開力にかぎるようなことはしない

だろうからである。こういう人々は、自分の抽象的なマルクス主義的で革命的な空文句を

自分の具体的な反マルクス主義的で反革命的な決議で打破しているのである。

ロシア革命の勝利における農民の役割をほんとうに理解しているものは、ブルジョアジ

ーが尻ごみすると革命の展開力がよわまる、などと言えるはずがない。なぜなら、実際に

は、ブルジョアジーが尻ごみしてしまい、農民大衆がプロレタリアートとともに積極的革

命家として進出するときにはじめて、ロシア革命のほんとうの展開がはじまるだろうから

であり、そのときにはじめてそれはブルジョア民主主義的変革の時代に可能な、真に最大

の革命的展開となるだろうからである。わが国の民主主義革命が首尾一貫して最後まで遂

行されるためには、それはブルジョアジーの不可避的な不徹底性を麻痺させることのでき

るような（すなわち、カフカーズの「イスクラ」派は思慮のたりないためにそうすること

をおそれているのだが、「ブルジョアジーを尻ごみさせる」ことのできるような）勢力に

依拠しなければならないのである。

プロレタリアートは、実力で専制の抵抗をおしつぶし、ブルジョアジーの動揺性を麻痺

させるために、農民大衆を味方にひきつけて民主主義的変革を最後まで遂行しなければな

らない。プロレタリアートは、実力でブルジョアジーの抵抗を打破し、農民と小ブルジョ

アジーの動揺性を麻痺させるために、半プロレタリア分子の大衆を味方に引きつけて社会

主義的変革をやりとげなければならない。これがプロレタリアートの任務であるが、これ

らの任務を、新イスクラ派は、革命の展開力にかんする彼らのあらゆる論議や決議のなか
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で、非常にせまく言いあらわしているのである。

この「展開力」を主題として論じるさいにしばしば見おとされているものであるが、一

つの事情だけはわすれてはならない。任務の困難なことが問題なのではなく、任務の解決

をどの道にもとめ、どうやってその解決を達成するかが問題なのだ、ということをわすれ

てはならない。革命の展開力を強力不敗なものにすることが容易であるか困難であるか、

ということが問題なのではなくて、この展開力をつよめるためにどう行動すべきかが、問

題なのである。意見の不一致は、ほかならぬ活動の基本的性格に、活動の方向そのものに

関係している。われわれがこのことを強調するのは、不注意で非良心的な人が、二つのち

がった問題──道の方向の問題、すなわち二つのちがった道の一つをえらぶ問題と、ある

決まった道を通って目的を実現することが容易であるかどうか、あるいはその実現が間近

いかどうか、という問題と──を混同するばあいがあまりにも多いからである。
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ポイント

任務の困難なことが問題なのではなく、任務の解決をどの道にもとめ、どうやってその

解決を達成するかが問題なのだ、ということをわすれてはならない。革命の展開カを強力

不敗なものにすることが容易であるか困難であるか、ということが問題なのではなくて、

この展開力をつよめるためにどう行動すべきかが、問題なのである。


